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今月の紙面

データで知る帯広
10月末の人口と世帯数
人口▶167,760人
 （前月比＋103人）

　男▶80,119人
　女▶87,641人
世帯▶87,234世帯
 （前月比＋62世帯）

2件（前月比±0件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,498t
（前年同月比＋248t）

586t
（前年同月比＋26t）

10月の火災発生件数

10月の家庭ごみ排出量

雪の季節を乗り切る
 ……………………… 2、3

■
市税の納め忘れは
ありませんか ………… 4

■
市役所の年末年始の
業務案内 ……………… 5

■
年末は特に火の取り扱いに
注意 ………………… 12

国
内
外
６
都
市
と
交
流

　

国
内
で
は
、
産
業
文
化
姉
妹
都
市
の

徳
島
県
徳
島
市
を
は
じ
め
、
観
光
文
化

姉
妹
都
市
の
大
分
県
大
分
市
、
開
拓
姉

妹
都
市
の
静
岡
県
松
崎
町
と
の
間
で
、

人
づ
く
り
や
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
た

め
に
、
子
ど
も
親
善
訪
問
団
な
ど
の
相

互
派
遣
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。
海
外
で
は
、
国
際
姉

妹
都
市
の
米
国
ス
ワ
ー
ド
市
、
マ
デ
ィ

ソ
ン
市
、
国
際
友
好
都
市
の
中
国
朝ち
ょ
う
よ
う陽

市
と
の
間
で
、
高
校
生
相
互
派
遣
を
は

じ
め
、
周
年
ご
と
に
市
民
交
流
団
体
な

ど
を
派
遣
し
、
お
互
い
の
ま
ち
の
歴
史
、

文
化
、
産
業
な
ど
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
ま
す
。

徳
島
市
姉
妹
都
市
締
結
35
周
年

　

徳
島
市
と
姉
妹
都
市
締
結
を
し
て
か

ら
、
今
年
で
35
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

四
国
地
方
に
あ
る
徳
島
市
は
、
４
０
０

年
の
歴
史
を
持
つ
﹁
阿
波
お
ど
り
﹂
の

本
場
と
し
て
世
界
的
に
も
有
名
な
ま
ち

で
す
。

　

徳
島
市
で
は
、
毎
年
８
月
12
日
か
ら

15
日
ま
で
を
阿
波
お
ど
り
期
間
と
し
て
、

町
中
に
お
は
や
し
が
響
き
、﹁
ぞ
め
き

（
阿
波
お
ど
り
の
お
は
や
し
の
総
称
）﹂

の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
徳
島
市
内
に

数
あ
る
演
舞
場
や
阿
波
お
ど
り
会
館
、

公
園
内
の
お
ど
り
広
場
な
ど
、
い
た
る

と
こ
ろ
で
熱
気
あ
ふ
れ
る
踊
り
子
た
ち

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

帯
広
市
は
締
結
35
周
年
を
記
念
し
て
、

小
森
市
議
会
議
長
を
団
長
と
す
る
15
人

の
訪
問
団
を
結
成
し
、
８
月
11
日
か
ら

13
日
ま
で
徳
島
市
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

　

訪
問
時
は
、
阿
波
お
ど
り
期
間
の

真
っ
た
だ
中
。
徳
島
市
の
皆
さ
ん
と
親

睦
を
よ
り
深
め
よ
う
と
、
事
前
に
練
習

し
た
踊
り
を
阿
波
お
ど
り
開
幕
式
で
披

露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ー
ド
バ
レ
ー

と
か
ち
の
法は
っ
ぴ被
を
着
て
、
帯
広
市
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
道
水
﹁
お
び
ひ
ろ
極

上
水
﹂
や
観
光
情
報
誌
の
配
布
を
行
う

な
ど
、
帯
広
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
、
両
市
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
徳
島
市
か
ら
は
、
２

年
後
の
平
成
31
年
に
、
同
じ
く
35
周
年

を
記
念
し
て
、
訪
問
団
が
来
帯
す
る
予

定
で
す
。

　冬の交通を確保するため、
市道の除雪作業を行います。

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

帯広市の姉妹・友好都市締結年

徳島市と姉妹都市締結徳島市と姉妹都市締結35周年！周年！

徳島市民に大好評のおびひろ極上水

練習した阿波おどりを披露

親
善
交
流
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
３
）

育
み
続
け
る

　
　
　

心
の
交
流

　
帯
広
市
で
は
、
異
な
る
文
化
と
触
れ
合
い
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
、
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
や
人
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
国
内
外
の
都
市
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大分県大分市
観光文化姉妹都市 昭和 41 年

静岡県松崎町
開拓姉妹都市　

昭和 53 年
（平成30年に締結40年）

徳島県徳島市
産業文化姉妹都市 昭和 57 年

米国スワード市
国際姉妹都市

昭和 43 年
（平成30年に締結50年）

中国朝陽市
国際友好都市　 平成 12 年

米国マディソン市
国際姉妹都市　 平成 18 年

文化・ひと・こころを結ぶ文化・ひと・こころを結ぶ

姉妹都市交流姉妹都市交流
文化・ひと・こころを結ぶ

姉妹都市交流

徳島市と姉妹都市締結35周年！

大迫力の阿波おどりの様子
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５カ月児健診とＢＣＧ接種のお知らせ　健診に来られなくても希望者には、絵本をプレゼント。　対平成 29 年６月生まれ　日 12 月６日（水）、12 日
（火）、19 日（火）、受け付けは 12 時 20 分～ 13 時 15 分　場・問子育て支援課（東８南 13、保健福祉センター内、☎ 25・9722）

雪
の
季
節
を
乗
り
切
る

帯
広
市
が
行
う
除
雪

約
１
８
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

除
雪

　

市
が
除
雪
す
る
車
道
の
距
離
は
約

１
３
５
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
歩
道
も
合

わ
せ
る
と
約
１
８
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

あ
り
ま
す
。
幹
線
道
路
や
生
活
道
路
、

歩
道
な
ど
道
路
の
種
類
に
応
じ
て
合
計

２
５
７
台
の
除
雪
車
で
対
応
し
ま
す
。

　

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
が
行
え
る
よ

う
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
は
夜
か
ら
朝
に
か
け
て
行
う

　

除
雪
作
業
は
、
通
勤
・
通
学
に
支
障

が
な
い
よ
う
に
、
夜
間
か
ら
早
朝
（
お

お
む
ね
午
後
８
時
〜
午
前
６
時
）
に
行

う
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
（
３
頁

参
照
）。
雪
の
量
や
降
雪
の
時
間
帯
に

よ
り
、
午
前
６
時
を
過
ぎ
て
も
作
業
を

継
続
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
中
の

除
雪
は
、
交
通
渋
滞
を
招
き
、
事
故
が

起
こ
る
危
険
性
が
高
ま
る
た
め
、
積
雪

で
交
通
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
る
場
合

を
除
き
、
行
い
ま
せ
ん
。

除
雪
１
回
当
た
り
の
費
用

　

雪
を
道
路
脇
に
振
り
分
け
る
、
交
差

点
の
雪
山
を
撤
去
す
る
、
幹
線
の
道
路

脇
に
積
ま
れ
た
雪
山
を
除
去
す
る
な
ど

を
行
う
と
、
除
雪
１
回
当
た
り
で
約

１
億
９
４
０
０
万
円
掛
か
り
ま
す
。

除
雪
作
業
時
の
お
願
い

路
上
駐
車
は
し
な
い

　

路
上
駐
車
し
て
い
る
車
両
が
あ
る
と
、

除
雪
作
業
の
遅
れ
や
そ
の
先
の
除
雪
が

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

道
路
に
物
を
置
か
な
い

　

車
乗
り
入
れ
用
の
段
差
解
消
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
、
除
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
る
物

が
あ
る
と
除
雪
に
支
障
が
出
ま
す
。

除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い

　

除
雪
車
の
周
囲
は
運
転
手
か
ら
見
え

に
く
く
、
大
変
危
険
で
す
。

雪
を
道
路
や
川
に
捨
て
な
い

　

雪
を
道
路
に
捨
て
る
と
、
凹
凸
路
面

が
で
き
て
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
に
な

り
大
変
危
険
で
す
。
川
に
捨
て
る
と
転

落
防
止
柵
の
破
損
や
川
の
流
れ
が
せ
き

止
め
ら
れ
る
な
ど
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

玄
関
・
車
庫
前
の
除
雪
は
各
家
庭
で

　

除
雪
に
よ
り
、
玄
関
前
や
車
庫
前
に

寄
せ
ら
れ
た
雪
は
、
各
家
庭
で
除
雪
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

不
要
不
急
の
問
い
合
わ
せ
は
日
中
に

　

夜
間
の
除
雪
作
業
中
に
問
い
合
わ
せ

が
集
中
す
る
と
、
作
業
の
遅
れ
に
つ
な

が
り
ま
す
。
不
要
不
急
の
問
い
合
わ
せ

は
、
日
中
に
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
会
向
け「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

助
成
制
度
」を
活
用
く
だ
さ
い

　

町
内
会
と
市
が
役
割
分
担
し
て
生
活

道
路
の
除
排
雪
を
行
う
仕
組
み
で
す
。

希
望
す
る
町
内
会
を
対
象
に
、
小
型
除

雪
機
械
の
購
入
や
借
り
上
げ
の
経
費
な

ど
、
除
排
雪
に
掛
か
っ
た
経
費
の
半
額

（
条
件
あ
り
）
を
助
成
し
ま
す
。

　

申
請
期
間
や
申
し
込
み
な
ど
詳
細
は
、

道
路
維
持
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
除
雪
の
意
見
・
質
問

　

例
年
、
除
雪
作
業
に
関
す
る
ご
意
見

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
特
に
多
い
意

見
と
、
市
の
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
。

家
の
前
が
除
雪
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

（
生
活
道
路
沿
い
に
住
ん
で
い
る
人
）

　

生
活
道
路
の
除
雪
は
、
雪
を
道
路
の

両
脇
に
振
り
分
け
る
だ
け
の
た
め
、
除

雪
の
た
び
に
道
路
幅
が
狭
く
な
り
、
雪

山
が
積
み
上
が
る
な
ど
道
路
状
況
が
悪

化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

す
で
に
圧
雪
状
態
で
走
行
が
可
能
な
路

面
状
況
で
あ
れ
ば
、
降
雪
量
が
出
動
の

目
安
に
達
し
て
も
、
生
活
道
路
の
除
雪

を
見
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

除
雪
業
者
に
よ
っ
て
仕
上
が
り
に

差
が
あ
る
の
で
指
導
し
て
く
だ
さ
い

　

通
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い

よ
う
除
雪
を
行
い
ま
す
が
、
路
面
の
凹

凸
の
状
況
や
運
転
の
熟
練
度
に
よ
っ
て
、

仕
上
が
り
に
差
が
で
て
き
ま
す
。

　

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
後
、
除
雪
の
仕

上
が
り
が
よ
く
な
い
場
所
が
あ
る
場
合

は
、
手
直
し
の
指
示
を
し
ま
す
。

雪
を
残
さ
な
い
よ
う
に
除
雪
車
の

排
土
板
を
下
げ
て
除
雪
し
て
く
だ
さ
い

　

排
土
板
を
で
き
る
だ
け
下
げ
て
除
雪

を
行
い
ま
す
が
、
生
活
道
路
の
除
雪
は

マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
の
凹
凸
が
あ
っ
て
危

険
な
た
め
、
路
面
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
下
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

除
雪
車
で
寄
せ
る
雪
は

左
右
均
等
に
し
て
く
だ
さ
い

　

で
き
る
だ
け
均
等
に
除
雪
を
行
い
ま

す
が
、
生
活
道
路
は
出
入
り
の
関
係
で
、

道
路
維
持
課
（
南
町
南
６
線
、
道
路
車
両
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
48
・
２
３
２
２
）

　
冬
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
市
道
の
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
作
業
を
安
全
か
つ
円
滑
に
進

め
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

市フェイスブック 市ツイッター

▼ＱＲコードで簡単アクセス▼
除雪車の出動をお知らせします

帯広の冬の気象状況
◆昨シーズンの状況
11月に積雪を観測し、12月後半まで
は積雪が非常に多くなりました。そ
れ以降の降雪量は平年を下回りまし
たが、10センチに満たない降雪が多
く、２月には降雨があり、ザクザク
路面や路面凍結が頻発しました。

◆今シーズンの見通し
札幌管区気象台発表の「３か月予報」
によると、今年の気温は平年並みか高
く、降水量は平年並みか多い予報です。

11月

■平成28年　■過去30年平均

降雪量
（cm）

【月別降雪量】

0

20

40

60

80

12月 １月 ２月 ３月

早く除雪してほしい 554件

除雪のやり方が悪い 497件

雪山で見通しが悪い 100件

その他含む　    合計 1219件

排土板

※平成28年度実績

除雪に関するご意見で
多いもの

1位

2位

3位

帯広高等技術
専門学院

帯広養護
学校

西帯広公園

帯広
南商業高

帯広大谷高

帯広
市役所

帯広
協会病院

緑ヶ丘公園帯広第八中

南町中帯広の森
野球場

大空中 帯広畜産大

北斗病院 真鍋庭園

西陵中西帯広駅
柏林台駅

帯広駅

国道・道道以外の道路（この図に表示していない道）を、全て
市が除雪を担当

国道（主要幹線） ……………………………56キロメートル→ 国が除雪
道道（主要幹線など） ……………………143キロメートル→ 北海道が除雪
市道（幹線・補助幹線・生活道路） …1350キロメートル→ 帯広市が除雪その他の道

市内にある道路の距離

道路の種別

市内道路の略図



■ 3 ■ 広報おびひろ　平成 29 年 12 月号

除雪車で両脇に
振り分けた雪

緊急車両が
通行できる程度

雪が少ない時期 雪が多い時期
敷地境界

施設帯⇧通行スペースがある ⇧通行スペースがなくなる

敷地境界

施設帯

１歳６カ月児健診のお知らせ　対平成 28 年５月生まれ　日 12 月５日（火）、20 日（水）、26 日（火）、受け付けは 12 時 20 分～ 13 時 15 分　場・問子育
て支援課（東８南 13、保健福祉センター内、☎ 25・9722）

場
所
に
よ
っ
て
は
片
側
に
寄
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

除
雪
体
制
を

強
化
で
き
ま
せ
ん
か

　

除
雪
車
両
と
運
転
手
の
数
が
減
少
し

て
い
て
、
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
体
制
を
維
持
し
、
効
果
的
、

効
率
的
な
除
雪
に
努
め
ま
す
。

施
設
帯
に
雪
を
置
か
な
い
で

く
だ
さ
い

　

生
活
道
路
に
は
場
所
に
よ
っ
て
幅
１

メ
ー
ト
ル
前
後
の
施
設
帯
が
あ
り
ま
す

（
図
）。
こ
れ
は
電
柱
や
各
種
ポ
ー
ル
の

建
柱
場
所
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

冬
期
間
は
、
雪
の
堆
積
場
所
に
な
り
、

歩
行
者
な
ど
が
通
行
し
づ
ら
く
な
り
ま

す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

（
大
雪
の
と
き
）も
っ
と
早
く

除
雪
で
き
ま
せ
ん
か

　

市
で
確
保
し
て
い
る
除
雪
車
両
は
、

一
度
の
降
雪
が
20
セ
ン
チ
程
度
ま
で
を

10
〜
12
時
間
ほ
ど
か
け
て
除
雪
す
る
台

数
で
す
。
30
セ
ン
チ
を
超
え
る
降
雪
が

あ
る
と
、
２
回
以
上
は
除
雪
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
積
雪
量
の
増

加
に
伴
い
、
車
の
立
ち
往
生
も
増
え
る

た
め
、
除
雪
に
通
常
よ
り
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
天
気
予
報
を
小
ま
め
に
確
認

し
、
車
で
の
外
出
を
控
え
る
な
ど
、
除

雪
作
業
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
の
順
序
を
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
か

（
希
望
の
時
間
に
除
雪
し
て
ほ
し
い
）

　

除
雪
の
順
序
を
変
え
る
と
、
夜
間
の

作
業
で
周
囲
の
状
況
が
把
握
し
づ
ら
く

な
り
、
作
業
の
安
全
性
の
低
下
や
、
除

雪
の
遅
れ
、
除
雪
忘
れ
が
起
き
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
各
地
区
の

除
雪
セ
ン
タ
ー
で
効
率
的
な
除
雪
が
行

え
る
よ
う
に
、
事
前
に
順
序
を
決
め
て

い
ま
す
。
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

気象予報確認・
パトロール 市が除雪する道路は、

歩道もあわせると約1800キロメートル！
（帯広市から鹿児島県屋久島までの距離）

この距離を夜間から早朝の10時間で
除雪しなければなりません。

生活道路は雪を道路の
両脇に振り分ける除雪
を行います。玄関前な
どの間口に残った雪の
処理にご協力ください。

天気予報などを総合的に考慮して判断
します。

除雪作業は
「時間との闘い」

こんなときは除雪が入らない場合もあります

出動の目安は降雪10～15センチ

1

～夜7時

作業計画・出動準備
2

夜7時～夜8時

除雪作業
3

夜8時～朝6時

間口は各家庭で
除雪してください
間口は各家庭で
除雪してください

主に除雪が
できる時間帯は
夜間から早朝の

10時間

スケジュール

除 雪 作 業

9 3

6

12

・明け方からの急な降雪で、除雪作業が朝の通勤・
　通学の混雑時間に重なると思われるとき
・降った雪がすぐに溶けると思われるとき
・降った雪がすっかり踏み固まっているとき
・地吹雪による視界不良などで、作業の安全が確保
　できないとき

　昨年「おびひろの除雪」をテーマに開催した市長と市民の皆さんと
の地区懇談会で、参加者の皆さんから寄せられた意見を踏まえて、新
たに始めた取り組みを紹介します。

除雪に関する新たな取り組み

　「除雪ブロック名」「帯広市委託車」を表示したプレートを全ての除
雪車に設置しました。市除雪車と明示することで、作業員の意識をさ
らに高めることと、市民の皆さんに分かりやすくしました。

全車に市の除雪車と明記しました

　除雪情報を検索しやすくするため、市ホームページのトップ画面右に
情報掲載ページへのバナーを付けました。引き続き、市ホームページの
ほか、フェイスブックとツイッターで除雪情報を発信します。

市ホームページトップ画面に情報を掲載しました

　町内会からの申請により、小型除雪機を無料で貸し出します（燃料
代、保険料は除く）。期間は 12 月～翌年３月で、原則、１町内会当た
り１回限り、１週間以内です。申し込みなど詳細は道路維持課へ。

小型除雪機の無料貸し出しを開始します　　

図　生活道路のイメージ
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３歳児健診のお知らせ　対平成26年11月生まれ　日12月７日（木）、14日（木）、21日（木）、受け付けは12時20分～ 13時15分　場・問子育て支援課（東
８南 13、保健福祉センター内、☎ 25・9722）

市
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

12
月
は
市
税
完
納
強
調
月
間

納
税
課（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
２
８
、
65
・
４
１
２
９
、

65
・
４
１
２
６
）

問
い
合
わ
せ

☆
印
は
８
時
45
分
〜
17
時
30
分

他
の
平
日
は
８
時
45
分
〜
17
時
30
分

市
税
を
滞
納
す
る
と

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
本
来
の
税
額
に
加
え
て
、
延
滞
金

が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

督
促
状
や
催
告
書
、
電
話
な
ど
で
催

告
し
て
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

や
む
を
得
ず
財
産
（
預
金
や
給
与
、
不

動
産
な
ど
）
を
調
査
の
上
、
差
し
押
さ

え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
実
施
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

納
税
が
困
難
な
と
き
は
相
談
を

▽
災
害
や
事
故
、
病
気
、
失
業
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
▽
一
度
に
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
│
な
ど
の
理
由
が
あ
る

と
き
は
、
放
置
せ
ず
早
め
に
納
税
課
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
税
は
市
の
重
要
な
財
源
で
あ
り
、

健
全
な
市
政
運
営
を
進
め
る
た
め
に
も
、

納
期
内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

あ
わ
せ
て
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、

振
替
日
に
残
高
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
ら
れ
ま
す

　

バ
ー
コ
ー
ド
付
き
の
納
付
書
は
、
金

融
機
関
の
ほ
か
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
（
北
海

道
・
関
東
地
区
）
で
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合

は
再
発
行
す
る
の
で
、
納
税
課
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
コ
ン
ビ
ニ
各
店
で
は
、
一
枚

の
納
付
書
が
30
万
円
を
超
え
る
場

合
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

市
税
の
納
付
は
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
に
し
ま
せ
ん
か

　

市
税
の
納
付
を
口
座
振
替
に
す
る
と
、

納
付
す
る
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も

な
く
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
▽
振
り

替
え
を
す
る
預
金
通
帳
▽
通
帳
の
印
鑑

▽
納
税
通
知
書
│
を
持
っ
て
、
各
金
融

機
関
ま
た
は
納
税
課
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

希
望
の
場
合
は
納
税
課
）
の
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
12
月
を
市
税
完
納
強
調
月

間
と
し
て
、
夜
間
や
日
曜
日
に
相
談
窓

口
を
開
設
す
る
ほ
か
、
市
道
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
の
市
税

を
滞
納
し
て
い
る
人
に
対
し
、
電
話
督

励
、
訪
問
督
励
、
財
産
調
査
、
差
し
押

さ
え
処
分
な
ど
の
実
施
を
強
化
し
ま
す
。

夜
間
と
日
曜
日
に

相
談
窓
口
を
開
設

　

12
月
４
日
か
ら
17
日
ま
で
、
水
曜
日

を
除
く
平
日
の
夜
間
と
日
曜
日
に
、
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
仕
事
の
都
合

な
ど
で
昼
間
に
相
談
す
る
こ
と
が
難
し

い
人
は
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
祝
日
を
除
く
毎
週
火
曜
日
は
、

年
間
を
通
し
て
夜
間
窓
口
を
20
時
ま
で

開
設
し
て
い
ま
す
。

開
設
時
間

〇
印
は
８
時
45
分
〜
20
時

固定資産税（第４期）
平成29年12月28日（木）

市道民税
（普通徴収分・第４期）

平成 30 年１月 31 日（水）

　

先
日
、
訪
日
外
国
人
の
旅
行
ビ
ジ
ネ

ス
に
精
通
し
、
観
光
庁
な
ど
、
国
の
検

討
委
員
も
務
め
る
原
田
劉り
ゅ
う

静
織
さ
ん

の
お
話
を
聴
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
中
国
人
観
光
客
が
日
本
を
訪

れ
、
家
電
製
品
や
高
額
な
商
品
、
化
粧

品
や
医
薬
品
、
さ
ら
に
は
、
お
菓
子
に

至
る
ま
で
、
日
本
の
商
品
を
大
量
に
買

い
込
む
、
い
わ
ゆ
る
﹁
爆
買
い
﹂
が
過

ぎ
去
り
、
中
国
人
の
訪
日
観
光
客
数
も

落
ち
着
い
た
と
捉
え
て
い
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

中
国
の
海
外
旅
行
者
は
、
現
在
、
日

本
の
人
口
に
匹
敵
す
る
約
１
億
人
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
国
の
人
口
約
14

億
人
の
わ
ず
か
１
割
足
ら
ず
で
あ
り
、

５
年
後
に
は
、
７
億
人
に
ま
で
増
加
す

る
と
、
原
田
さ
ん
は
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
の
海
外
旅
行
者
の
主
流

は
、
20
代
か
ら
30
代
の
若
者
と
な
っ
て

い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
、
情

報
収
集
や
発
信
を
得
意
と
す
る
こ
の
世

代
に
は
、
体
験
型
の
ツ
ア
ー
や
、
写
真

映
え
の
す
る
絶
景
や
観
光
名
所
を
撮
影

す
る
ツ
ア
ー
が
人
気
だ
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
世
界
的
な
女
性
の
社
会
進

出
を
背
景
に
、
女
性
の
一
人
旅
や
、
社

会
貢
献
活
動
を
行
う
ツ
ア
ー
な
ど
の
需

要
が
あ
り
、
日
本
は
、
こ
う
し
た
世
界

の
動
向
に
着
目
し
た
観
光
戦
略
を
練
る

必
要
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
日
観
光
に
お
け
る
中
国
の
潜
在
力

の
高
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
と

同
時
に
、
旅
行
者
と
い
え
ば
、
働
く
世

代
よ
り
も
、
退
職
し
て
余
裕
の
あ
る
シ

ニ
ア
世
代
を
漠
然
と
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち

な
私
た
ち
日
本
人
の
﹁
思
い
込
み
﹂
に
、

目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る
思
い
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
は
台
湾
か
ら
の

観
光
客
誘
致
に
取
り
組
み
、
一
定
の
成

果
を
得
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代

と
と
も
に
世
界
の
海
外
旅
行
者
の
動
向

や
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
お
り
、
今
ま
で

成
功
し
て
き
た
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
通

用
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

雄
大
な
自
然
と
豊
か
な
食
。
十
勝
・

帯
広
の
ど
真
ん
中
の
地
域
資
源
を
、
さ

ら
に
魅
力
あ
る
観
光
資
源
に
仕
立
て
上

げ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
視
点
、
ま
し
て
や
勝
手
な
思
い
込
み

で
見
て
い
て
は
、
チ
ャ
ン
ス
や
、
そ
の

本
質
を
見
逃
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

今
、
分
か
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

逆
に
、
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
は
何
か
。

そ
の
両
方
を
正
し
く
見
極
め
、
現
状
を

正
確
に
把
握
す
る
。
さ
ら
に
、
自
分
た

ち
の
側
か
ら
だ
け
で
な
く
、
外
側
か

ら
、
自
分
た
ち
は
ど
う
見
え
て
い
る
の

か
。
そ
も
そ
も
競
争
相
手
は
誰
な
の
か
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
ど
ん
な
﹁
お
客
様
﹂

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
一
体

﹁
お
客
様
﹂
は
誰
な
の
か
︱
。

　

原
田
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
お

話
を
通
じ
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
戦
略

を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

変化と戦略

夢かなうまち

 おびひろ

帯広市長　米沢 則寿

市長コラム

12月の納税相談窓口日程
日 月 火 水 木 金

1
8
15
22
29
休み 休み

休み

休み

休み

休み
2
9
16
23
30

3

10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19

26

6
13
20
27

7
14
21
28

土

休み

休み

休み

タイヤロックによる自動車の差し押さえ

平成29年度
今後の市税の納期限
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広報紙掲載内容訂正のおわびとお知らせ　広報おびひろ平成 29 年 11 月号（No.1122）４頁掲載の「みんなで守ろう地域の救急医療」の文章に誤りがあ
ったので訂正します。ご迷惑をお掛けしましたことを深くおわび申し上げます。４頁２段 11 、12 行目　誤）急な病気やけがなどは　正）急な病気は

12 月５日（火）～１月３日（水）が休み 
＊帯広の森市民プール（整備期間を含む）
12 月６日～28日の月～木曜日、９時～ 12 時は２階
走路のみ営業

12 月 28 日（木）～１月３日（水）が休み
＊図書館 ( 月末整理日を含む )

12 月 28 日（木）～１月４日（木）が休み 
＊大空会館
＊福祉センター（花園、南町）

12 月 29 日（金）～１月３日（水）が休み
＊農業技術センター
＊川西支所・大正支所
＊保健福祉センター
＊大正健康増進センター
＊川西健康増進センター
＊生活館
＊市民活動交流センター
＊とかちプラザ
＊児童会館
＊百年記念館
＊グリーンプラザ
＊みどりと花のセンター 
＊帯広の森・はぐくーむ
＊森の交流館・十勝
＊市民ギャラリー
＊市民文化ホール
＊各コミュニティセンター
＊大正農業者トレーニングセンター
＊川西農業者研修センター
＊福祉センター（西、若葉、栄、光南、東、広陽、
　柏林台、啓西、稲田南、緑南、中央、明和、柏、
　五条橋、北親、つつじが丘、みなみ野、きぼう、
　北栄、豊成、緑ヶ丘、北、バラト、緑栄、啓親、
　自由が丘、コスモス、清流の里）
＊総合体育館
＊帯広の森体育館
＊帯広の森アイスアリーナ
＊帯広の森スポーツセンター
＊帯広の森弓道場
＊帯広の森研修センター ( 食堂 )
＊すぱーく帯広

12 月 31 日（日）～１月２日（火）が休み
＊帯広の森研修センター（貸室、トレーニング室）
＊明治北海道十勝オーバル

○市営駐車場（駅南・駅北地下）は平常通り利用できま
す。（開場時間：駅南24 時間、駅北地下６時～０時30 分）
◯帯広競馬場は無休です。営業時間は問い合わせ
ください。（☎ 34・0825）

　出生届や死亡届、婚姻届などの戸籍
の届け出は、休み中も市役所当直窓口

（市庁舎南口）で受け付けます。
問戸籍住民課（市庁舎１階、☎ 65・4142）

　年末の受け入れは、12月30日（土）まで、年始は
１月３日（水）から平常通り９時～ 17時までです。 
　家庭ごみの持ち込みには、10キログラムごとに
170円の処理料金が掛かります。指定ごみ袋を使
用する必要はありません。
　年末年始は大変混雑するため、ごみ収集日に決め
られたゴミステーションに出すことをお勧めします。

ごみ収集は 12 月 30 日（土）～ 1 月 3 日（水）が休み
 　収集地区ごとの収集最終日と開始日を確認して
ください。（表）
大型ごみの収集
 　大型ごみ受付センター（☎27・5300）は、12月29
日（金 ）～ 1月3日（水 ）が休みです。
し尿の収集 
　12 月 29 日（金）～ 1 月 3 日（水）が休みです。 

　年末年始の急患受け入れ医療機関、市
内の当番病院は、以下に問い合わせるか、
ホームページをご覧ください。

帯広市急病テレホンセンター
☎ 26・1099（無休、平日・日曜・祝日
16 時～ 22時／土曜 12 時～ 21時／その
他の時間帯は音声案内）
北海道救急医療情報案内センター
薔0120・20・8699、携帯からは☎ 011・
221・8699（無休、24 時間）
帯広市医師会ホームページ
HP http://www.obihiro-med.or.jp/

その他戸籍の届け出

ごみの持ち込み

急患の受け入れ 主な施設の休み

ごみと資源ごみの収集

この期間、市役所は休みになります。

市役所の年末年始の業務案内

燃やすごみ
収集地区 最終日 開始日

月・木曜日収集地区 12月28日（木）１月４日（木）

火・金曜日収集地区 12月29日（金）１月５日（金）

資源ごみ
収集地区 最終日 開始日

月曜日収集地区 12月25日（月）１月８日（祝）

火曜日収集地区 12月26日（火）１月９日（火）

水曜日収集地区 12月27日（水）１月10日（水）

木曜日収集地区 12月28日（木）１月４日（木）

金曜日収集地区 12月29日（金）１月５日（金）

燃やさないごみ・有害ごみ
収集地区 最終日 開始日

燃やすごみが
月・木曜日
収集地区の場合

12月27日（水）１月17日（水）

燃やすごみが
火・金曜日
収集地区の場合

12月20日（水）１月10日（水）

日　程 診療科 医療機関 住所、電話

12 月 31 日（日）
～１月３日（水）
９時～ 17 時

小児科
内科

休日夜間
急病センター

柏林台西町2-1
☎38・3700

外科系
市内の
当番病院

医師会ホームページ、
または案内センターに
問い合わせください

12 月 29 日（金）
～１月３日（水）
９時～ 16 時

歯科
十勝歯科
保健センター

東7条南9丁目15-3
☎25・2172

時　間 診療科 医療機関 住所、電話

19時～21時
小児科
内科

市内の
当番病院

医師会ホームページ、
または案内センターに
問い合わせください

21時～朝８時
休日夜間
急病センター

柏林台西町2-1
☎38・3700

平成29年12月29日金 ～平成30年1月3日 水

表　年末年始のごみ収集の最終日と開始日

昼間の診療

夜間の診療

市の業務は、年 末は12月28日（木 ）まで、年 始は１月4日（木 ）から平常通り行います。
施設や業務によって休みが異なりますので、お間違えのないようにご注意ください。

問くりりんセンター（西 24 北４､ ☎ 37・3550） 

問清掃事業課（西 24 北４、☎ 37・2311） 

検 索帯広市医師会

各担当課問い合わせ



■ 6 ■広報おびひろ　平成 29 年 12 月号

「
障
害
者
週
間
」
記
念
事
業

パ
ネ
ル
展
と
授
産
品
展
示
即
売
会

　

障
害
児
・
者
支
援
施
設
、
団
体
の
活

動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
、
障
害

の
あ
る
人
が
作
成
し
た
授
産
品
を
販
売
。

問
障
害
福
祉
課（
市
庁
舎
１
階
、☎
65
・

４
１
４
７
）

◆
パ
ネ
ル
展
と
授
産
品
展
示
即
売
会

日
12
月
６
日
㈬
～
８
日
㈮
、
９
時
～
17

時
（
初
日
は
13
時
か
ら
、
最
終
日
は
12

時
ま
で
）

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

◆
パ
ネ
ル
展

日
12
月
８
日
㈮
～
13
日
㈬
、
８
時
45
分

～
19
時
（
初
日
は
13
時
か
ら
、
土
・
日

曜
日
は
10
時
～
17
時
、
最
終
日
は
12
時

ま
で
）

場
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

畜
大
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

帯
広
畜
産
大
学
の
取
り
組
み
や
畜
大

生
の
活
動
を
、
畜
大
生
と
一
緒
に
楽
し

み
な
が
ら
学
ぶ
ほ
か
、
畜
大
グ
ッ
ズ
が

当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
ミ
ニ
ラ
イ

イ
ベ
ン
ト

ブ
、
十
勝
管
内
高
校
生
の
活
動
発
表
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
。

日
12
月
９
日
㈯
、
11
時
～
15
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
帯
広
畜
産
大
学
国
際
・
地
域
連
携
課

（
稲
田
町
西
２
線
、
☎
49
・
５
７
７
６
）

担
当
課
生
涯
学
習
課

福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

遠
藤
英え
い

嗣し

氏
（
弁
護
士
・
元
東
京
法

務
局
所
属
公
証
人
）
を
講
師
に
、
成
年

後
見
制
度
の
一
つ
で
あ
る
任
意
後
見
制

度
の
意
義
と
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
。

日
12
月
９
日
㈯
、13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
東
８
南
13
）

定
先
着
１
０
０
人

申
・
問
12
月
６
日
㈬
ま
で
に
、
帯
広
市

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
「
み
ま
も
ー

る
」（
公
園
東
町
３
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ

ザ
内
、
☎
20
・
３
２
２
５
）
へ
。

担
当
課
社
会
課

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
・
問
児
童
会
館（
緑
ケ
丘
２
、☎
24
・

２
４
３
４
）

◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
12
月
９
日
㈯
、
10
時
～
12
時

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
12
月
10
日
㈰
、
10
時
～
12
時

◆
き
ら
き
ら
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
12
月
16
日
㈯
、
14
時
～
15
時

◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室
「
モ
コ
モ
コ
ワ

ン
コ
」

　

発
泡
玉
と
毛
糸
で
、
来
年
の
干え

と支
の

戌い
ぬ

を
作
る
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
12
月
16
日
㈯
、９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
も
っ
く
ん
教
室

　

親
子
で
簡
単
な
工
作
を
す
る
。

①
か
ご
バ
ッ
ク
牛
乳
パ
ッ
ク
に
折
り
紙

や
シ
ー
ル
を
つ
け
て
バ
ッ
グ
を
作
る
。

②
ク
リ
ス
マ
ス
の
か
ざ
り
三
角
形
の
折

り
紙
で
ガ
ー
ラ
ン
ド
を
作
る
。

対
幼
児
と
保
護
者

日
①
12
月
６
日
㈬
、
②
20
日
㈬
、
い
ず

れ
も
10
時
～
11
時
30
分

◆
親
子
科
学
実
験
教
室

　

石
こ
う
を
使
っ
て
、
恐
竜
そ
っ
く
り

な
模
型
を
作
る
。

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
。

日
12
月
３
日
㈰
、
18
時
～
19
時
10
分

場
・
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

冬
の
平
和
展

問
市
民
活
動
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、

☎
65
・
４
１
３
０
）

◆
平
和
の
作
品
展

　

帯
広
市
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣

言
推
進
実
行
委
員
会
が
募
集
し
た
「
平

和
の
絵
」「
平
和
の
詩
」
応
募
作
品
の
展

示
。

日
12
月
14
日
㈭
～
20
日
㈬
、
８
時
45
分

～
19
時
（
初
日
は
12
時
か
ら
、
土
・
日

曜
日
、
祝
日
は
10
時
～
17
時
、
最
終
日

は
15
時
ま
で
）

場
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

◆
冬
休
み
平
和
展

　
「
平
和
の
絵
」「
平
和
の
詩
」
優
秀
賞

作
品
と
原
爆
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
。

日
１
月
10
日
㈬
～
16
日
㈫
、
10
時
～
22

時
（
初
日
は
12
時
か
ら
、
最
終
日
は
15

時
ま
で
）

場
図
書
館
（
西
２
南
14
）

◆
２
０
１
８
平
和
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布

　

12
月
１
日
㈮
か
ら
平
和
の
絵
と
詩
の

優
秀
賞
作
品
を
掲
載
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー

を
無
料
配
布
。
無
く
な
り
次
第
終
了
。

配
布
場
所
市
庁
舎
、
大
正
・
川
西
支
所
、

コ
ミ
セ
ン
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
と
か
ち

プ
ラ
ザ
、
図
書
館
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど

消
費
者
問
題
の

無
料
弁
護
士
相
談
会

日
12
月
15
日
㈮
、
13
時
30
分
～
15
時
30

分
の
間
で
１
人
30
分
間

定
先
着
４
人

場
・
申
・
問
12
月
８
日
㈮
ま
で
に
、
帯

広
市
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

（
西
４
南
13
、
と
か
ち
プ
ラ
ザ
内
、
☎

22
・
８
３
９
３
）
へ
。

担
当
課
安
心
安
全
推
進
課

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
・
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・

４
７
０
０
）

◆
く
す
の
き
し
げ
の
り
氏
（
児
童
文
学

作
家
）
お
は
な
し
会
・
講
演
会

・
お
ひ
さ
ま
お
は
な
し
会

　

く
す
の
き
し
げ
の
り
氏
を
特
別
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

向
け
の
お
は
な
し
会
を
開
催
。

日
12
月
16
日
㈯
、
11
時
～
11
時
45
分

・
作
家
デ
ビ
ュ
ー
30
周
年
記
念
講
演
会

　
「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
み
ん
な
た
い
せ

つ
！
～
作
品
の
ヒ
ミ
ツ
大
公
開
～
」
と

題
し
た
講
演
会
。
終
了
後
に
サ
イ
ン
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
事
前

に
本
を
購
入
の
上
、
来
場
く
だ
さ
い
。

日
12
月
16
日
㈯
、
14
時
～
16
時

定
先
着
80
人

◆
大
人
の
た
め
の
「
ほ
の
ぼ
の
お
は
な

し
会
」

　

大
人
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で

朗
読
や
絵
本
を
楽
ん
で
も
ら
う
会
。
今

月
は
「
帯
広
・
十
勝
の
民
話
を
伝
え
る

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の
会
」。

日
12
月
19
日
㈫
、
11
時
～
11
時
30
分

お
び
ひ
ろ
動
物
園
冬
期
開
園

　

12
月
～
翌
２
月
の
土
･
日
曜
日
、
祝

日
と
２
月
２
日
㈮
の
氷
ま
つ
り
開
催
日

は
開
園
。（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を

除
く
）
開
園
時
間
は
、
11
時
～
14
時
。

場
・
問
動
物
園
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・

２
４
３
７
）

◆
写
真
展
「
ス
タ
ッ
フ
か
ら
見
た
動
物

た
ち
」

　

冬
期
開
園
期
間
中
に
、
動
物
園
の
職

員
が
撮
っ
た
動
物
た
ち
の
写
真
を
展
示
。

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施
。

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

対
小
学
３
～
６
年
生
と
保
護
者

日
12
月
17
日
㈰
、
①
13
時
30
分
～
14
時

30
分
、
②
14
時
40
分
～
15
時
40
分

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
・
申
・
問
11
月
25
日
㈯
～
各
開
催
日

の
前
日
ま
で
に
、
帯
広
の
森
・
は
ぐ

く
ー
む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎
66
・
６

２
０
０
）
へ
。

◆
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
（
ク
リ
ス

マ
ス
飾
り
）

　

森
で
間
伐
体
験
を
行
い
、
切
っ
た
木

で
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
な
ど
を
作
る
。

日
12
月
９
日
㈯
、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
15
人

◆
間
伐
と
門
松
づ
く
り

　

森
で
間
伐
体
験
を
行
い
、
切
っ
た
シ

ラ
カ
バ
の
木
で
門
松
を
作
る
。

日
12
月
16
日
㈯ 

、
17
日
㈰
、 

い
ず
れ
も

9
時
30
分
～
12
時

定
各
先
着
15
人

第
３
５
４
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
帯
広
フ

ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 
14
ｔ
ｈ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

十
勝
管
内
フ
ル
ー
ト
愛
好
者
に
よ
る

ピ
ッ
コ
ロ
、
ア
ル
ト
・
バ
ス
フ
ル
ー
ト

帯広市からの

お知らせ
12月

市役所代表
☎ 24・4111、F 23・0151
市役所本庁舎業務時間
月〜金曜日 8時45分〜17時30分
帯広市ホームページ
http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載のない
ものは、参加無料ですので当日会場
へ直接お越しください。
　詳しい内容は、担当課へ問い合わ
せください。（施設ごとに業務時間が
異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

①イベント・教室名
　（希 望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載のない申し込みは、申込期限
必着で１人（組）１通。直接窓口で申し
込む場合は、返信用のはがきをお持ち
ください。

帯広市からの

お知らせ
12月

Information
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講
座
・
教
室

チ
ー
ズ
づ
く
り
体
験
研
修

(

約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム)

　

地
場
産
の
牛
乳
を
使
っ
た
加
工
体
験
。

日
①
12
月
16
日
㈯
、
②
１
月
６
日
㈯
、

い
ず
れ
も
10
時
～
16
時

定
各
先
着
10
人

費
各
３
０
０
０
円

場
・
申
・
問
①
12
月
８
日
㈮
、
②
26
日

㈫
ま
で
に
、
電
話
で
畜
産
物
加
工
研

修
セ
ン
タ
ー（
八
千
代
町
西
４
線
、
☎

60
・
２
５
１
４
）
へ
。

市
民
大
学
講
座

対
15
歳
以
上
（
第
45
・
46
集
を
除
く
）

場
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、
と
か
ち

プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
・
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
各
開

催
日
の
前
日
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
１
９
２
）
へ
。

◆
第
43
集
「
本
場
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
負
け

な
い
！
十
勝
が
育
て
た
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
。
～“
と
か
ち
マ
ッ
シ
ュ
”が
で
き
る

ま
で
～
」

　

菊
地
博
氏
（
農
業
法
人
鎌
田
き
の
こ

代
表
取
締
役
）
を
講
師
に
、
十
勝
で
生

ま
れ
た
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
「
と
か
ち

マ
ッ
シ
ュ
」
の
栽
培
が
成
功
す
る
ま
で

の
道
の
り
や
お
い
し
さ
の
秘
密
な
ど
、

生
産
か
ら
一
次
加
工
品
製
造
ま
で
行
う

鎌
田
き
の
こ
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
。
未

就
学
児
（
２
歳
以
上
）
の
託
児
希
望
者

は
11
月
29
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
12
月
６
日
㈬
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
50
人

◆
第
44
集
「
毎
日
を
楽
し
く
有
意
義
に

過
ご
す
た
め
の
メ
ン
タ
ル
磨
き
」

　

中
岡
千
香
子
氏
（
北
海
道
メ
ン
タ
ル

ト
レ
ー
ナ
ー
協
会
会
長
／
小
春
日
和
主

宰
）
を
講
師
に
、
ス
ト
レ
ス
対
処
法
や
、

日
々
の
目
標
達
成
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
学
ぶ
。未
就
学
児（
２

歳
以
上
）
の
託
児
希
望
者
は
11
月
30
日

㈭
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
12
月
７
日
㈭
、
14
日
㈭
、
21
日
㈭
、

全
３
回
、
19
時
～
20
時
30
分

定
先
着
50
人

費
５
０
０
円
（
３
回
分
）

◆
第
45
集
「
畜
大
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
基
調
講
演
『
十
勝
の
農
業
と

作
物
を
育
て
る
た
め
の
知
恵
』」

　

十
勝
に
お
け
る
落
花
生
生
産
の
研
究

で
今
話
題
の
秋
本
正
博
氏
（
帯
広
畜
産

大
学
准
教
授
）
が
、
十
勝
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
作
物
の
種
類
や
そ
れ
ら
を
よ
り

よ
く
育
て
る
た
め
の
工
夫
な
ど
を
植
物

学
的
な
知
識
を
も
と
に
解
説
す
る
。
申

し
込
み
不
要
。

日
12
月
９
日
㈯
、
10
時
～
11
時

定
先
着
１
０
０
人

◆
第
46
集
「
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト
サ
ミ
ッ

ト
２
０
１
７
Ｗウ

ィ

ン

タ

ー

ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
」

　

新
し
い
技
術
や
考
え
に
出
会
い
、
刺

激
を
受
け
、
そ
し
て
新
た
な
視
点
の
発

見
を
目
的
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
で
活
躍
中
の
革
新
的
な
経
営
者
や

農
業
関
係
者
が
「
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
、
明
日
へ
の
新
し
い
ヒ
ン
ト
を

提
供
し
ま
す
。

日
12
月
13
日
㈬
、10
時
30
分
～
17
時
30
分

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

定
先
着
８
０
０
人
（
完
全
予
約
制
）

お
び
ｚズ

ー
ｏ
ｏ
ト
ー
ク
カ
フ
ェ

　

飲
み
物
を
片
手
に
飼
育
員
の
話
を
聞

く
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
。
テ
ー
マ
は
「
ホ
ッ

キ
ョ
ク
グ
マ
と
私
」。

日
12
月
17
日
㈰
、
14
時
～
15
時

定
先
着
30
人

場
・
申
・
問
12
月
１
日
㈮
～
16
日
㈯
ま

で
に
、
電
話
で
動
物
園
（
緑
ケ
丘
２
、

☎
24
・
２
４
３
７
）
へ
。

セ
ン
タ
ー
探
検
ツ
ア
ー
付
き
！

冬
休
み
「
親
子
で
給
食
づ
く
り
」

　

普
段
は
入
れ
な
い
給
食
セ
ン
タ
ー
の

調
理
室
内
を
探
検
し
た
後
、
北
海
道
の

開
拓
時
代
を
表
現
し
た
「
開
拓
丼
」「
す

ま
し
汁
」
な
ど
を
作
る
。

対
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
～
中
学
３

年
生
と
保
護
者

日
12
月
27
日
㈬
、
9
時
～
13
時

定
先
着
12
組

費
１
人
３
０
０
円

場
・
申
・
問
12
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮
ま

で
に
、
電
話
で
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
南
町
南
８
線
42

−
３
、
☎
49
・
１
９

０
０
）
へ
。

百
年
記
念
館
の
講
座
・
教
室

場
・
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

◆
博
物
館
講
座
「
大
地
が
語
る
十
勝
の

自
然
史
～
氷
期
の
十
勝
平
野
と
周
囲
の

山
々
」

　

小こ

疇あ
ぜ

尚た
か
し

氏
（
明
治
大
学
名
誉
教
授
）

が
、
十
勝
平
野
や
日
高
山
脈
に
残
る
氷

期
の
痕
跡
か
ら
分
か
る
当
時
の
環
境
を

紹
介
。

日
12
月
16
日
㈯
、
14
時
～
16
時

◆
体
験
教
室
じ
ょ
う
も
ん
人
と
腕
く
ら

べ
「
ま
が
玉
作
り
」

　

古
代
人
の
定
番
ア
ク
セ
サ
リ
ー
ま
が

玉
の
解
説
と
、
ま
が
玉
作
り
体
験
。

日
12
月
23
日
㈷
、
10
時
～
12
時

定
先
着
20
人

費
３
０
０
円

申
12
月
１
日
㈮
～
17
日
㈰
ま
で
に
、
電

話
で
百
年
記
念
館
へ
。

帯
広
市
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー

サ
ラ
ダ
館
の
講
習
・
教
室

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
６
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
市
都
市
農

村
交
流
セ
ン
タ
ー
サ
ラ
ダ
館
（
〒
080
・

2472
西
22
条
南
６
丁
目
６
、
☎
36
・
８
０

９
５
）
へ
。
手
作
り
味み

そ噌
教
室
は
第
２

希
望
日
ま
で
記
載
。

◆
初
め
て
の
押
し
花
教
室

日
12
月
21
日
㈭
、
１
月
25
日
㈭
、
２
月

22
日
㈭
、
全
３
回
、
10
時
～
12
時

定
抽
選
10
人

費
６
４
８
０
円

申
込
期
限
12
月
11
日
㈪

◆
冬
休
み
親
子
草
木
染
め
教
室

日
１
月
６
日
㈯
、10
時
30
分
～
11
時
30
分

定
先
着
10
組

費
１
６
２
０
円

申
込
期
限
12
月
21
日
㈭

◆
冬
休
み
親
子
押
し
花
教
室

日
１
月
７
日
㈰
、10
時
30
分
～
11
時
30
分

定
先
着
10
組

費
１
６
２
０
円

申
込
期
限
12
月
21
日
㈭

◆
冬
休
み
親
子
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
花
教
室

日
１
月
８
日
㈷
、10
時
30
分
～
11
時
30
分

定
先
着
10
組

費
１
９
２
０
円

申
込
期
限
12
月
21
日
㈭

◆
手
作
り
味
噌
教
室

日
①
１
月
28
日
㈰
、
②
29
日
㈪
、
③
2

月
３
日
㈯
、
④
４
日
㈰
、
⑤
５
日
㈪
、

い
ず
れ
も
11
時
～
12
時

定
各
抽
選
15
人

費
各
４
５
０
０
円

申
込
期
限
１
月
12
日
㈮

普
通
救
命
講
習

　

出
血
時
の
止
血
法
や
心
臓
停
止
、
呼

吸
停
止
時
の
救
命
手
当
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
す
る
。

日
・
場
①
１
月
９
日
㈫
、
消
防
庁
舎

（
西
６
南
６
）、
②
１
月
19
日
㈮
、
南
出

張
所
（
西
17
南
41
）、
い
ず
れ
も
13
時

30
分
～
16
時
30
分

定
①
先
着
50
人
、
②
先
着
30
人

費
各
５
０
０
円

申
・
問
①
は
12
月
３
日
㈰
～
翌
１
月
２

日
㈫
ま
で
、
②
は
12
月
13
日
㈬
～
翌
１

月
12
日
㈮
ま
で
に
、
帯
広
消
防
署
救
急

課（
西
６
南
６
、
☎
26
・
９
１
３
２
）へ
。

赤
十
字
救
急
法
救
急
員
資
格
継
続

研
修
会

　

継
続
研
修
会
を
受
講
す
る
と
、
資
格

が
５
年
間
継
続
。

対
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
の
資
格
を
取

得
し
て
か
ら
２
年
以
上
経
過
し
、
有
効

期
限
を
迎
え
て
い
な
い
人

日
１
月
20
日
㈯
、
9
時
～
13
時
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
30
人

費
１
０
０
０
円

申
・
問
12
月
20
日
㈬
～
翌
１
月
19
日
㈮

ま
で
に
、
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
の
認

定
証
を
持
っ
て
、
直
接
社
会
課
（
市
庁

舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
４
６
）
へ
。

プ
ラ
ザ･

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ク
ー
ル

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

楽
し
く
分
か
り
や
す
い
パ
ソ
コ
ン
２

月
講
座
。
各
講
座
、
全
５
回
。

対
高
校
生
以
上

日
2
月
1
日
～
20
日
の
各
曜
日
、
▽
午

前
の
部
10
時
～
12
時
▽
午
後
の
部
13
時

30
分
～
15
時
30
分
▽
夜
間
の
部
18
時
30

分
～
20
時
30
分

定
各
先
着
20
人

費
４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

場
・
申
・
問
12
月
５
日
㈫
～
翌
１
月
25

日
㈭
ま
で
に
、
直
接
と
か
ち
プ
ラ
ザ

（
西
４
南
13
、
☎
22
・
７
８
９
０
）
へ
。

健
康
・
福
祉

健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
・
問
健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２

１
）

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座

　
「
年
末
年
始
の
食
生
活
～
脱
！
お
正

月
太
り
！
」
の
講
話
と
体
操
や
ス
ト

レ
ッ
チ
を
行
う
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
12
月
19
日
㈫
、
10
時
～
11
時
30
分

定
先
着
40
人

申
12
月
15
日
㈮
ま
で
に
、健
康
推
進
課
へ
。

◆
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診

　

採
血
に
よ
る
血
清
反
応
検
査
。
結
果

は
約
４
週
間
後
に
通
知
。

対
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
以
上
で
、

過
去
５
年
以
内
に
受
診
し
て
い
な
い
人

日
12
月
14
日
㈭
、
14
時
～
14
時
30
分

費
３
０
０
円
（
中
学
生
ま
で
は
無
料
）

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
・
問
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
25
・
９
７
０
１
、
Ｆ
25
・
９
７
０
３
）

◆
障
害
者
の
作
品
・
川
柳
展
示
会

日
１
月
９
日
㈫
～
18
日
㈭
、
８
時
45
分

～
17
時
30
分

◆
展
示
会
の
作
品
・
川
柳
募
集

　

市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
人
が
制
作

し
た
絵
画
や
手
芸
な
ど
の
作
品
や
川
柳

を
、
１
人
３
点
ま
で
募
集
。

申
12
月
４
日
㈪
～
15
日
㈮
ま
で
に
、
直

接
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

海外へ転出するときは国民年金に任意加入できます　日本国籍の人が海外へ転出するときは、国民年金に任意加入し、保険料を納めていくことがで
きます。詳細は問い合わせください。　問戸籍住民課（市庁舎１階、☎ 65・4143）、帯広年金事務所（西１南１、☎ 25・8113、音声案内２→２）

講　座　名 日　程
ワード 2013基礎（装飾と書
式設定） 毎

週
火
・
木

午前

ステップアップワード１ 午後
ワード・エクセル基礎（図表
入り文書・グラフ作成など） 夜間

エクセル 2013基礎（関数・
グラフなど） 毎

週
水
・
金

午前

ステップアップエクセル１ 午後
就職や進学にも！資格・ス
キルアップ　ワード１ 夜間
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日
1
月
22
日
～
２
月
26
日
の
月
曜
日
、

全
６
回
▽
Ａ
コ
ー
ス
15
時
～
15
時
50
分

▽
Ｂ
コ
ー
ス
16
時
～
16
時
50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
30
人

帯
広
の
森
体
育
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
６
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
体

育
館
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番

地
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
48
・

８
９
１
２
）
へ
。

◆
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
教
室
～
生
後
３
カ
月

か
ら
２
歳
～

　

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
ま
ま
音
楽

に
合
わ
せ
て
行
う
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

対
首
が
完
全
に
す
わ
っ
て
い
る
生
後
３

カ
月
～
２
歳
前
後
の
乳
幼
児
と
保
護
者

日
１
月
10
日
㈬
、
17
日
㈬
、
２
月
１
日

㈭
、
全
３
回
、
10
時
15
分
～
11
時
15
分

定
抽
選
15
組

費
１
５
０
０
円

申
込
期
限
12
月
20
日
㈬

◆
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
３
回

目
）

　

有
酸
素
運
動
と
目
的
別
の
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
１
月
15
日
～
３
月
19
日
の
月
曜
日
、

全
10
回
、
13
時
～
14
時

定
抽
選
25
人

費
４
０
０
０
円

申
込
期
限
12
月
22
日
㈮

◆
レ
ッ
ツ
！
バ
ル
シ
ュ
ー
レ（
２
回
目
）

　

ボ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
た
運
動
遊
び
。

対
幼
稚
園
・
保
育
所
の
年
中
児
に
当
た

る
幼
児
～
小
学
２
年
生

日
１
月
19
日
～
２
月
23
日
の
金
曜
日
、

全
６
回
、
15
時
30
分
～
16
時
20
分

定
抽
選
30
人

費
１
２
０
０
円

申
込
期
限
12
月
25
日
㈪

高
齢
者
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎ 

65 

・
４
１
４
５
）

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
の
症
状
や
認
知
症
の
人
と
の

接
し
方
な
ど
を
学
び
、
認
知
症
の
人
を

地
域
で
見
守
る
応
援
者
を
養
成
す
る
。

日
12
月
21
日
㈭
、
10
時
～
11
時
30
分

場
森
の
里
コ
ミ
セ
ン
（
西
22
南
４
）

定
先
着
30
人

申
12
月
1
日
㈮
～
19
日
㈫
ま
で
に
、
高

齢
者
福
祉
課
へ
。

◆
認
知
症
・
家
族
の
集
い
「
茶
話
会
」

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
交
流
会
。
介
護
を
終
え
た
人
や
、
認

知
症
の
人
と
一
緒
の
参
加
も
可
能
。　

日
12
月
28
日
㈭
、
13
時
30
分
～
15
時　

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
） 

費
１
０
０
円

◆
帯
広
市
生
活
援
助
員
養
成
研
修

　

市
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
に
お
け
る
「
て
だ
す
け
サ
ー
ビ

ス
」
の
従
事
者
を
養
成
。

　

研
修
の
全
課
程
（
原
則
50
時
間
）
を

修
了
し
、
て
だ
す
け
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る
事
業
所
に
就
職
す
る
と
、
生
活
援

助
員
と
し
て
従
事
で
き
る
。
受
講
中
の

託
児
も
応
相
談
。
日
程
や
学
習
内
容
な

ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
て
だ
す
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
就

職
希
望
や
予
定
の
あ
る
人

日
１
月
13
日
㈯
～
２
月
10
日
㈯
の
期
間

で
全
８
回
（
１
回
は
介
護
施
設
な
ど
の

見
学
実
習
）、
10
時
～
17
時

場
帯
広
コ
ア
専
門
学
校
（
西
11
南
41
）

定
先
着
30
人

申
12
月
25
日
㈪
ま
で
に
、
申
込
書
に
記

入
の
上
、
高
齢
者
福
祉
課
へ
。
申
込
書

は
、
高
齢
者
福
祉
課
、
介
護
保
険
課（
市

庁
舎
１
階
）
で
配
布
の
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
可
能
。

子
育
て
支
援
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
・
問
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７

２
２
）

◆
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
向
け
講
座
「
マ
マ

と
赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
講
座
」

　

初
め
て
の
出
産
を
迎
え
る
妊
婦
と
、

赤
ち
ゃ
ん
を
育
児
中
の
母
親
を
対
象
に
、

専
門
職
に
よ
る
講
話
の
ほ
か
、
悩
み
相

談
に
も
応
じ
る
。

対
妊
娠
中
の
人
、
１
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
。
上
の
お
子
さ
ん
も
参
加

可
能
で
す
が
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん

日
12
月
22
日
㈮
、
10
時
～
11
時
10
分

定
先
着
10
人

申
12
月
21
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

直
接
子
育
て
支
援
課
へ
。

◆
ほ
ん
わ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

　

妊
娠
中
の
栄
養
の
お
話
、
赤
ち
ゃ
ん

を
お
風
呂
に
入
れ
る
練
習
、
パ
パ
の
妊

婦
体
験
な
ど
、
出
産
・
育
児
を
学
ぶ
。

対
５
月
に
初
出
産
予
定
の
夫
婦

日
１
月
14
日
㈰
、
13
時
～
15
時
30
分

申
12
月
11
日
㈪
～
翌
１
月
10
日
㈬
ま
で

に
、
電
話
で
子
育
て
支
援
課
へ
。

ス
ポ
ー
ツ

平
成
29
年
度
ゴ
ル
ゲ
ー
ト
練
習
会

　

帯
広
市
発
祥
の
ゴ
ル
ゲ
ー
ト
で
、
運

動
不
足
を
解
消
す
る
。
指
導
者
な
ど
は

付
き
ま
せ
ん
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
か
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
持
参
。

日
・
場
▽
12
月
８
日
～
翌
３
月
16
日
の

金
曜
日
、
10
回
、
13
時
～
16
時
、
総
合

体
育
館
（
大
通
北
１
）
▽
１
月
16
日
～

３
月
13
日
、
火
曜
日
、
６
回
、
９
時
～

12
時
、
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
庁
舎
８
階
、

☎
65
・
４
２
１
０
）

冬
休
み
元
気
ア
ッ
プ
教
室

　

基
礎
体
力
の
向
上
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
連
続
教
室
。

対
市
内
在
住
の
小
学
１
～
３
年
生

日
１
月
４
日
㈭
～
６
日
㈯
、
全
３
回
、

10
時
～
11
時
30
分

定
抽
選
20
人

費
１
５
０
０
円

場
・
申
・
問
12
月
21
日
㈭
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
申
込
時
の

記
載
事
項
」（
６
頁
）
を
書
い
て
、
総

合
体
育
館
（
〒
080
・

0030
大
通
北
１
丁
目

１
、
☎
22
・
７
８
２
８
）
へ
。

森
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー    

初
心
者
講
習
会 

　

帯
広
の
森
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
コ
ー
ス
を
滑
る
、
初
心
者
・
高
齢

者
・
障
害
者
向
け
の
講
習
会
。
ス
キ
ー

の
貸
し
出
し
あ
り
。（
数
量
限
定
）

対
小
学
生
以
上

日
1
月
７
日
㈰
、
８
時
45
分
～
16
時

場
帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
（
南
町
南

９
線
49
）

定
先
着
50
人

申
・
問
12
月
1
日
㈮
～
22
日
㈮
ま
で
に
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
２
１
０
）
へ
。

体
幹
美
人
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
美
し
い
体
を

作
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
は
栄
養
補
給

を
目
的
に
し
た
軽
食
を
用
意
。

対
20
～
30
代
の
女
性

日
１
月
18
日
～
２
月
22
日
の
木
曜
日
、

全
６
回
、
19
時
～
20
時

場
帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
（
南
町
南
７

線
56
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
）

定
先
着
10
人

費
３
５
０
０
円

申
・
問
12
月
26
日
㈫
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
６

頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
研
修
セ
ン

タ
ー
（
〒
080
･

0856
南
町
南
７
線
56
番

地
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
48
・

８
０
４
８
）
へ
。

帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
か
ら
の　

お
知
ら
せ

費
各
３
０
０
０
円

場
・
申
・
問
12
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
６
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
市
民

プ
ー
ル
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番

地
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
47
・

３
６
３
０
）
へ
。

◆
お
や
こ
水
泳
教
室
（
５
回
目
）

　

水
遊
び
を
通
し
て
親
子
で
行
う
教
室
。

対
市
内
在
住
の
２
～
４
歳
児
と
保
護
者

日
１
月
22
日
～
２
月
26
日
の
月
曜
日
、

全
６
回
、
10
時
～
10
時
50
分

定
抽
選
20
組

◆
幼
児
水
泳
教
室
（
５
回
目
）

　

水
遊
び
か
ら
水
泳
の
基
礎
を
習
う
。

対
市
内
在
住
の
年
中
・
年
長
児
に
当
た

る
幼
児

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

春休み海外研修交流事業　６カ国のいずれかでホームステイなどを体験します。　対小学３年生～高校３年生まで　日３月 22 日（木）～４月４日（水）
の６日間～ 10日間　定各コース先着10人～ 20人　費26万～ 45万８千円　申・問２月１日（木）までに、電話で国際青少年研修会（☎03・6417・9721）へ。

無理なくみんなで体力アップ

夫婦で育児の疑似体験もできます
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募　
　

集

第
37
回
お
び
ひ
ろ
市
民
芸
術
祭

参
加
者
募
集

　

音
楽
や
舞
踊
、
美
術
、
書
道
、
写
真

な
ど
で
活
動
し
て
い
る
文
化
団
体
や
個

人
が
、
市
民
文
化
ホ
ー
ル
、
と
か
ち
プ

ラ
ザ
（
西
４
南
13
）、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
西
２
南
12
）
で
活
動
の
成
果
を
発
表

す
る
市
民
芸
術
祭
の
参
加
者
を
募
集
。

申
12
月
18
日
㈪
ま
で
に
、
市
民
文
化

ホ
ー
ル
、
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で
配
布
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
お
び

ひ
ろ
市
民
芸
術
祭
実
行
委
員
会
（
西
５

南
11
、
市
民
文
化
ホ
ー
ル
内
、
☎
23
・

８
１
１
１
）
へ
。

問
同
実
行
委
員
会
、
文
化
課
（
市
庁
舎

８
階
、
☎
65
・
４
２
０
９
）

第
36
回
郷
土
美
術
展
の
作
品
を

募
集

　

１
月
19
日
㈮
か
ら
開
催
す
る
、
郷
土

美
術
展
の
作
品
を
募
集
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
19
歳
以
上

募
集
作
品
絵
画
（
油
彩
・
水
彩
・
パ
ス

テ
ル
画
・
ア
ク
リ
ル
画
・
水
墨
画
・
版
画
・

Ｃ
Ｇ
）、
彫
刻
、
工
芸
（
陶
芸
・
七
宝
・

染
色
）
な
ど
で
、
過
去
１
年
以
内
に
制

作
し
た
も
の
。
号
数
は
50
号
ま
で
。
応

募
は
１
人
１
点
。

申
・
問
12
月
24
日
㈰
ま
で
に
、
封
筒
に

「
郷
土
美
術
展
申
し
込
み
」
と
朱
書
き

の
上
、
百
年
記
念
館
な
ど
で
配
布
の
申

込
用
紙
を
同
封
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
百
年
記
念
館
（
〒
080
・

0846
緑
ケ
丘
２

番
地
、
☎
24
・
５
３
５
２
）
へ
。

第
55
回
お
び
ひ
ろ
氷
ま
つ
り

市
民
氷
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

　

用
意
さ
れ
た
雪
や
氷
を
使
っ
て
、
５

日
間
で
氷
像
や
雪
像
を
制
作
。
１
人
か

ら
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

部
門
一
般
参
加
の
部
（
審
査
対
象
外
）、

コ
ン
ク
ー
ル
の
部
（
審
査
対
象
）

製
作
期
間
１
月
27
日
㈯
～
31
日
㈬

展
示
期
間
２
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰

申
・
問
12
月
28
日
㈭
ま
で
に
、
お
び
ひ

ろ
氷
ま
つ
り
管
理
運
営
業
務
受
託
業
者

新
生
帯
広
支
社
（
大
通
南
８
、
☎
25
・

１
２
４
８
）
へ
。

担
当
課
観
光
課

家う
ち
ど
く読
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
２
０
１
７

　

冬
休
み
中
に
、
親
子
で
同
じ
本
を
小

学
生
５
冊
・
中
学
生
３
冊
以
上
読
み
、

「
家
読
ノ
ー
ト
」
に
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想

を
書
い
て
図
書
館
に
提
出
。
抽
選
で
景

品
を
贈
呈
。
家
読
ノ
ー
ト
は
、
各
学
校

の
図
書
室
や
図
書
館
、
児
童
保
育
セ
ン

タ
ー
に
設
置
す
る
ほ
か
、
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

対
市
内
の
小
・
中
学
生

申
・
問
１
月
30
日
㈫
ま
で
に
、
図
書
館

（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７
０
０
）
へ
。

放
送
大
学
４
月
入
学
生
の
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
放

送
な
ど
で
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

と
か
ち
プ
ラ
ザ
で
授
業
を
視
聴
で
き
る

ほ
か
、
授
業
の
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど

の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
自

分
の
時
間
に
合
わ
せ
て
学
習
で
き
ま
す
。

申
12
月
１
日
㈮
～
翌
３
月
20
日
㈫
ま
で

に
、
願
書
を
放
送
大
学
本
部
（
〒
261
・

8586
千
葉
市
美
浜
区
若
葉
２
丁
目
11
番
地
、

☎
０
４
３
・
２
７
６
・
５
１
１
１
）
へ
。

募
集
要
項
は
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南

13
）
な
ど
で
配
布
。

問
生
涯
学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
１
９
２
）、
放
送
大
学
北
海
道

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
１
・
７
３

６
・
６
３
１
８
）

ビ
ジ
ネ
ス

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
が
所

有
す
る
不
動
産
賃
貸
、
商
店
、
工
場
、

農
業
な
ど
の
事
業
に
使
っ
て
い
る
資
産

で
す
。
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
１
月

１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
１
月
31
日
㈬

ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書

は
資
産
税
課
で
配
布
。

対
象
資
産
構
築
物
、
機
械
・
装
置
、
工

具
・
器
具
備
品
な
ど

問
資
産
税
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・

４
１
２
４
）

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
登
録
更
新
の
お
知
ら
せ

　

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
の

有
効
期
間
は
５
年
間
で
、
５
年
ご
と
に

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。対
象
者
は
、

11
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
た
案
内
、
申
込

書
な
ど
を
確
認
し
、
定
め
ら
れ
た
期
間

内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
平
成
24
年
度
に
合
格
、
更
新
手
続
き

を
し
た
人
で
、
資
格
登
録
期
間
が
３
月

31
日
で
満
了
す
る
人

費
７
０
０
０
円

受
付
期
間
１
月
10
日
㈬
～
18
日
㈭

申
・
問
下
水
道
課
（
市
庁
舎
水
道
棟
２

階
、
☎
65
・
４
２
１
９
）
へ
。

案　
　

内

平
成
29
年
第
５
回

帯
広
市
議
会
定
例
会

　

開
催
中
は
会
議
を
傍
聴
で
き
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
で
、
幼
児
の
一
時
預
か

り
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
、
携
帯
型
補

聴
器
誘
導
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
生
中
継

映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
程

は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
市
庁
舎
議
会
棟
４
階

問
議
会
事
務
局
総
務
課
（
市
庁
舎
議
会

棟
２
階
、
☎
65
・
４
２
２
１
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ　

問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７

０
０
）

◆
お
は
な
し
会
の
読
み
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
説
明
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

新
し
い
「
お
は
な
し
会
」
を
つ
く
る

た
め
、
お
は
な
し
会
の
読
み
手
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
人
向
け
の
説
明

会
を
実
施
。

日
12
月
２
日
㈯
、10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
図
書
館
１
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室

◆
年
末
の
図
書
貸
出
数
と
期
間
の
拡
大

　

貸
出
日
が
12
月
14
日
㈭
～
27
日
㈬
の

期
間
限
定
で
、
本
は
15
冊
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ

Ｖ
Ｄ
は
５
点
ま
で
を
３
週
間
の
貸
し
出

し
に
拡
大
し
ま
す
。

年
末
年
始
は「
と
か
ち
帯
広
空
港
」の

駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す

　

年
末
年
始
な
ど
の
繁
忙
期
は
、
駐
車

場
が
混
雑
し
駐
車
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
空
港
連
絡
バ
ス
な
ど
の

利
用
や
乗
り
合
い
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
指
定
場
所
以
外
に
駐

車
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
空
港
事
務
所
（
泉
町
西
９
線
、
☎

64
・
５
３
２
０
）

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
で

売
払
い

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

物
件
説
明
会
12
月
４
日
㈪
、
10
時
、
市

庁
舎
10
階
第
２
会
議
室

入
札
日
12
月
22
日
㈮
、
10
時
、
市
庁
舎

10
階
第
２
会
議
室

物
件
番
号
３
▽
西
14
条
北
６
丁
目
７
番

15
、
宅
地
、
第
１
種
低
層
住
居
専
用
地

域
、
２
７
３
・
69
平
方
メ
ー
ト
ル
▽
最

低
売
却
価
格
５
０
３
万
円 

物
件
番
号
４
▽
西
14
条
北
６
丁
目
７
番

16
、
宅
地
、
第
１
種
低
層
住
居
専
用
地

域
、
２
５
２
・
35
平
方
メ
ー
ト
ル
▽
最

低
売
却
価
格
４
９
４
万
円

申
・
問
12
月
14
日
㈭
ま
で
に
入
札
参
加

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
契
約
管
財
課
（
市
庁
舎

５
階
、
☎
65
・
４
１
１
５
）
へ
。

ご
意
見
募
集
・
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト︵
市
民
意
見
提
出
制
度
︶

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
計
画
に
関
す
る
住
民
意
見
募
集

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
。
計
画（
原
案
）

お
よ
び
募
集
要
領
は
、
意
見
募
集
開
始

日
か
ら
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

募
集
案
件
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
第
３
次
広
域
計
画
（
原
案
）、

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
保

健
事
業
実
施
計
画
（
第
２
期
）（
原
案
）

提
出
先
11
月
29
日
㈬
～
12
月
28
日
㈭

（
必
着
）
ま
で
に
、
持
参
の
場
合
は
国

保
課
、
郵
送
の
場
合
は
北
海
道
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
（
〒
060
・

0062
札
幌

市
中
央
区
南
２
条
西
14
丁
目
、
国
保
会

館
６
階
）
へ
。

問
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４

１
３
７
）、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
（
☎
０
１
１
・
２
９
０
・
５

６
０
１
）

12 月１日（金）、13 時～ 本会議（初日）

12 月７日（木）、10 時～ 本会議（一般
質問予備日）

12 月８日（金）、
11 日（月）、12 日（火）、
13 日（水）、各 10 時～

本会議
（一般質問）

12 月 14 日（木）、10 時～ 議案審査特別
委員会

12 月 18 日（月）、13 時～ 本会議
（最終日）

1月7日（日）成人の集い
新たな門出を祝います

会場・開催日 対 象 募集内容

夢の響演
フェスティバル ５月６日 団体

ジャンル不問
の ス テ ー ジ
発表

演劇
フェスティバル ５月６日 個人・

団体
演 劇、 一 人
芝居など

室内楽
コンサート ５月６日 個人・

団体

声楽、ピアノ、
管 楽 器、 弦
楽 器、 打 楽
器など

団体合同展  ５月
 ２日～ ６日、
 ３日～ ８日、
10日～15日

団体
ジャンル不問
の展示発表団体合同展 団体

募集内容

市
民
文
化

ホ
ー
ル

市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー

と
か
ち
プ
ラ
ザ

　新成人を祝い、大人としての自覚を持って
もらうために「成人の集い」を実施します。当
日は、オープニングセレモニーやスクリーン
上映で会場を盛り上げます。
対平成９年４月２日～平成 10年４月１日まで
に生まれた人（市内に住民登録がない人も出席
可）
日１月７日（日）、14 時～ 15 時（13 時受付開始）
場市民文化ホール（西５南 11）
持ち物12月上
旬に送付する
はがき、また
は運転免許証
や学生証など
生年月日が確
認できる物
問青少年課（市庁舎３階、☎ 65・4162）

旧友との再会も楽しんで
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読
コ
ン
サ
ー
ト
。
チ
ケ
ッ
ト
は
帯
広
旭

楽
器
商
会
（
西
７
南
17
）
で
販
売
。

日
12
月
16
日
㈯
、
①
13
時
30
分
、
②
18

時
（
開
場
は
そ
れ
ぞ
れ
30
分
前
）

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
各
先
着
１
５
０
人

費
大
人
１
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
６

０
０
円

問
vビ

バ

i
v
a
Mム

ジ

カ

u
s
i
c
a
企
画
（
☎

０
５
０
・
３
６
９
８
・
１
４
６
７
）

第
４
回
ブ
ッ
ク
リ
ユ
ー
ス
カ
フ
ェ

　

帯
広
大
谷
短
期
大
学
附
属
図
書
館
で

不
要
と
な
っ
た
図
書
・
雑
誌
を
無
償
提

供
し
ま
す
。（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

日
12
月
16
日
㈯
、
13
時
～
16
時

場
プ
ロ
ス
パ
６
（
音
更
町
大
通
６
）

問
帯
広
大
谷
短
期
大
学
附
属
図
書
館

（
☎
42
・
４
４
４
４
）

第
36
回「
十
勝
マ
イ
ナ
ー
校
」

　
「
豊
か
さ
、
幸
せ
と
は
？
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
と
ト
ー
ク
を
し
ま
す
。

日
12
月
17
日
㈰
、
15
時
～
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
シ
ー
プ
・
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
代
表
福
井（
☎
42
・
５
１
９
５
）

悩
ん
で
い
る
な
ら
ま
ず
聴
こ
う
！

福
祉
施
設
の
あ
れ
こ
れ

　

福
祉
施
設
５
カ
所
の
施
設
担
当
者
が

施
設
概
要
な
ど
を
お
話
し
し
ま
す
。

対
福
祉
職
場
へ
の
就
職
希
望
者

日
12
月
23
日
㈷
、
10
時
～
12
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
30
人

申
・
問
12
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で

社
会
福
祉
協
議
会
・
人
材
バ
ン
ク
（
☎

27
・
２
５
２
５
）
へ
。

第
11
回
親
子
雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス
ト

　

保
護
者
と
子
ど
も
で
協
力
し
て
、
ア

イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
ユ
ニ
ー
ク
な
雪
だ

る
ま
を
作
る
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

演
研
・
茶
館
工
房
10
周
年
記
念
公
演

「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
〜
始
ま
り
の
記
憶
」

　

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
色
の
強
い
二

人
芝
居
の
作
品
を
上
演
し
ま
す
。
前
売

り
券
は
チ
ケ
ッ
ト
ら
い
ぶ
、
藤
丸
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
な
ど
で
販
売
。

日
①
12
月
２
日
㈯
、
19
時
30
分
～
、
②

12
月
３
日
㈰
、
14
時
30
分
～
（
受
け
付

け
は
そ
れ
ぞ
れ
30
分
前
か
ら
）

場
演
研
・
茶
館
工
房
（
大
通
南
６
）

定
各
先
着
30
人

費
１
８
０
０
円
（
前
売
り
券
１
５
０
０

円
）、
高
校
生
以
下
５
０
０
円

問
劇
団
演
研（
☎
０
８
０
・
３
２
６
６
・

０
２
７
９
）

多
様
で
緩
や
か
な
つ
な
が
り

の
び
る
組
織
を
つ
く
る

　

ウ
イ
ー
ク
タ
イ
ズ
（
さ
ま
ざ
ま
な
緩

い
つ
な
が
り
）
に
着
目
し
て
、
事
例
発

表
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

対
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の

関
係
者
や
興
味
の
あ
る
人
、
地
域
課
題

に
取
り
組
み
た
い
人

日
12
月
３
日
㈰
、
13
時
～
17
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
30
人

申
・
問
前
日
ま
で
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北

海
道
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
１
１
・
２
０
０
・
０
９
７
３
）
へ
。

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

（
予
約
制
）

　

多
重
債
務
、
相
続
に
関
す
る
手
続

き
、
登
記
、
成
年
後
見
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
12
月
12
日
㈫
、
18
時
～
20
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
・
問
12
月
６
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
で

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
０
８
０
０
・
８
０
０
・

３
９
４
６
）
へ
。

地
域
住
民
公
開
講
座

「
肺
が
ん
に
つ
い
て
」

　

高
村
圭
氏
（
呼
吸
器
内
科
医
）
を
講

師
に
公
開
講
座
を
行
い
ま
す
。
当
日
会

場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
12
月
14
日
㈭
、
14
時
～
15
時

場
・
問
帯
広
厚
生
病
院
が
ん
相
談
支
援

科
（
西
６
南
８
、
☎
24
・
４
１
６
１
、

内
線
２
５
０
３
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
無
料
法
律
相
談
会

　

離
婚
、
親
権
、
消
費
者
金
融
な
ど
の

相
談
に
弁
護
士
が
応
じ
ま
す
。
託
児
希

望
者
は
申
し
込
み
時
に
相
談
く
だ
さ
い
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
母

日
12
月
15
日
㈮
、
13
時
～
15
時
の
間
で

１
人
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
４
人

申
・
問
12
月
８
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
20
・
７
７
５
１
）
へ
。

見
え
な
い
絵
本
コ
ン
サ
ー
ト

く
る
み
割
り
人
形

　

Ｅ
・
Ｔ
・
Ａ
ホ
フ
マ
ン
原
作
の
物
語

と
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
コ
ラ
ボ
す
る
朗

12 月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、12 月 13 日（水）、27 日（水）です。燃やすごみが火・金曜日収集地
区は 12 月６日（水）、20 日（水）です。　問清掃事業課（西 24 北４、☎ 37・2311)

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

▷問　図書館（西２南 14、☎ 22・4700）

　図書館ウェブサイトがリニューアルし、より便利になり
ました。新サービスの一部を紹介します。スマートフォ
ンでも操作しやすくなったので、ぜひ活用してください。

図書館の  　オススメ

　自分が図書館で借りた本の履歴
を一覧で表示できます。また、気
になる本を見つけたら「読みたい本
リスト」に登録しましょう。図書館
に行ったときに借りてみませんか。

　キーワードを登録すると、該当する新着図書の情報
を毎週Ｅメールでお知らせします。貸し出し状況を確認
してから、図書館へＧＯ！

借りた・借りたいを記録
「Ｍｙ本棚」

読みたい本を見逃さない
「新着図書メールサービス」

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
２月号掲載の受付締め切りは12月15日（金）です。

広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）問い合わせ

みんなの広場

▷問　高齢者福祉課（市庁舎２階、☎ 65・4145）

　年齢を重ねると、体力や意欲の低
下で、趣味や外出することがおっく
うになりがちですが、趣味や運動、
町内会の活動への参加など、活動を
続けることで、いつまでも生き生き
した生活を送ることができるといわ
れています。好きなことがあると楽
しく過ごせるばかりでなく、仲間も
でき、人との交流も増えます。一人
よりも仲間と一緒に取り組むと継続
します。
　帯広市では、65歳以上を対象に介護予防の取り組みを行っています。仲間と一緒に
活動するきっかけづくりをする「げんき活動コース」は、市内 18 会場で実施していて、
無理のない運動や、専門職の講話などを行い、終了後も活動を継続できるよう支援しま
す。詳細は、高齢者福祉課、コミセン、福祉センターにあるチラシをご覧ください。
　ぜひ、仲間と一緒に楽しく介護予防を始めましょう。

ここから心 体 元気アップ
介護予防を楽しみましょう！

緑ヶ丘福祉センターで開催した「げんき活動コース」の様子

※これらを利用するには、事前に図書館利用者カードの発行
手続きが必要です。図書館窓口で手続きを行ってください。
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クジャクチョウの冬越し

写真・文
／帯広の森・はぐくーむ
　佐藤　航

ふるさと
見聞録

日
①
１
月
20
日
㈯
、
10
時
～
16
時
、
②

21
日
㈰
、
９
時
～
11
時
30
分

定
各
先
着
子
ど
も
と
保
護
者
30
組

費
１
人
１
０
０
円

場
・
申
・
問
当
日
ま
で
に
、
十
勝
エ
コ

ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
（
音
更
町
十
勝
川
温
泉

南
18
、
☎
32
・
６
７
８
０
）
へ
。

障
が
い
児（
者
）余
暇
活
動
支
援
事
業

ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
教
室

　

ス
キ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。
中
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
。
送
迎
バ
ス
あ
り
。

対
市
内
在
住
の
障
害
児（
者
）、
市
内
小

中
学
校
特
別
支
援
学
級
在
籍
の
児
童
・

生
徒

日
１
月
５
日
㈮
、
８
日
㈷
、
い
ず
れ
も

10
時
～
14
時
30
分

場
メ
ム
ロ
ス
キ
ー
場
（
芽
室
町
）

定
各
先
着
12
人

費
各
１
０
０
０
円

申
・
問
12
月
４
日
㈪
～
22
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
帯
広
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

21
・
２
４
１
４
）
へ
。

河
川
敷
地
内
の
樹
木
を

活
用
し
ま
せ
ん
か

　

十
勝
川
の
河
川
敷
地
内
の
樹
木
を
採

取
し
、
活
用
し
て
く
れ
る
企
業
や
団

体
、
個
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

伐
採
期
間
４
月
27
日
㈮
ま
で

伐
採
場
所
音
更
町
木
野
地
区
、
下
士
幌

地
区
の
河
川
敷

申
・
問
３
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
帯
広
河

川
事
務
所
（
☎
25
・
１
２
９
５
）
へ
。

文
化
ホ
ー
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
「
コ
コ
ロ
も

カ
ラ
ダ
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
☆
ヨ
ガ
講
座
」

　

体
に
無
理
の
な
い
ポ
ー
ズ
と
呼
吸
法

で
、
心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
ヨ

ガ
講
座
を
行
い
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
１
月
12
日
～
３
月
２
日
の
金
曜
日
、

①
８
回
、
②
４
回
、
い
ず
れ
も
19
時
～

20
時
30
分

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

費
①
８
回
コ
ー
ス
４
０
０
０
円
、
②
４

回
コ
ー
ス
２
４
０
０
円

定
①
②
合
わ
せ
て
先
着
15
人

申
・
問
12
月
１
日
㈮
～
翌
１
月
11
日
㈭

ま
で
に
、
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
☎
23
・

８
１
１
１
）
へ
。　
　

全
国
一
斉
生
活
保
護
１
１
０
番

　

生
活
保
護
に
関
す
る
無
料
の
電
話
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
。

日
１
月
28
日
㈰
、
10
時
～
16
時
、

０

１
２
０
・
０
５
２
・
０
８
８

問
釧
路
青
年
司
法
書
士
協
議
会
・
安
田

（
☎
０
１
５
６
・
65
・
２
１
９
８
）

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

人
へ
所
得
税
の
確
定
申
告

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公

的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
と
き
は
、
所

得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
（
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
場
合
は
必
要
）。
な
お
、

住
民
税
の
確
定
申
告
は
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
帯
広
税
務
署
（
西
５
南
６
、
☎
24
・

２
１
６
１
）

お
う
ち
に
未
登
録
の
象
牙

あ
り
ま
せ
ん
か

　

環
境
省
で
は
、
象
牙
の
在
庫
の
把
握

を
進
め
て
い
ま
す
。
象
牙
は
、
売
っ
た

り
あ
げ
た
り
す
る
前
に
登
録
が
必
要
で

す
。
全
形
を
保
持
し
た
（
牙
の
形
を
し

た
）
未
登
録
の
象
牙
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
事
務
局
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。
印

鑑
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
象
牙
製
品
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
象
牙
在
庫
把
握
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務

局
（
☎
03
・
６
６
５
９
・
４
６
６
０
）

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）が
支
援

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。
子
ど
も
１
人
に

つ
き
３
５
０
万
円
以
内
を
固
定
金
利
で

利
用
で
き
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６
）

▷帯広市急病テレホンセンター（☎ 0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（薔 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS ☎ 011・221・8699）休日・夜間の急病は

　

積
み
上
げ
た
ま
き
の
下
に

チ
ョ
ウ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
裏

側
を
見
た
だ
け
だ
と
真
っ
黒
で
、

種
類
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

驚
か
さ
な
い
よ
う
に
そ
っ
と
表

側
を
見
て
み
る
と
﹁
ク
ジ
ャ
ク

チ
ョ
ウ
﹂
で
し
た
。

　

ク
ジ
ャ
ク
チ
ョ
ウ
は
そ
の
名

の
通
り
、
羽
の
表
側
に
ク
ジ
ャ

ク
の
よ
う
に
派
手
な
目
玉
模
様

が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
派
手

な
表
側
と
は
対
照
的
に
、
裏
側

は
黒
色
系
の
地
味
な
色
で
す
が
、

ど
ち
ら
も
外
敵
か
ら
身
を
守
る

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
目
玉
模
様
は
外
敵
を
威
嚇

し
、
地
味
な
色
は
外
敵
か
ら
気

付
か
れ
に
く
く
身
を
隠
す
の
に
好

都
合
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
チ
ョ
ウ
の
越
冬
の
仕

方
を
ご
存
知
で
す
か
。
多
く
の

チ
ョ
ウ
は
卵
や
さ
な
ぎ
の
状
態
で

越
冬
し
ま
す
が
、
ク
ジ
ャ
ク
チ
ョ

ウ
は
、
成
虫
の
ま
ま
物
陰
な
ど
で

越
冬
し
ま
す
。
羽
を
閉
じ
た
と
き

に
現
れ
る
裏
側
の
地
味
な
色
は
、

無
防
備
に
な
る
冬
越
し
の
と
き
に

役
に
立
つ
の
で
す
。

　

も
し
越
冬
中
の
チ
ョ
ウ
を
見
つ

け
て
も
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
厳
し
い
十
勝
の

冬
を
乗
り
越
え
て
、
春
に
は
ま
た
、

元
気
に
飛
び
回
る
チ
ョ
ウ
と
再
会

で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

▷問　安心安全推進課（市庁舎３階、☎ 65・4131）

飲みすぎた翌日の運転は危険です！
　アルコールは体から抜けるまで時間がかかります。（図）
一度、体内に吸収されると、その９割が肝臓で分解される
ため、運動や入浴で汗をかいても分解時間が短くなるわけ
ではありません。図の量の飲酒をしたら、７時間※は絶対
に運転をしてはいけません！

図　体内からアルコールが完全に抜けるまで約６～
７時間かかる酒量（成人男性で体重60kg の目安）心　  全メモ安 安

※個人差がある
ため、体質的に
お酒に弱い人や
女性はもっと長
い時間がかかり
ます。

種類とアルコール度数 酒　量

出典：公益社団法人アルコール健康医学協会

ビール
（５度）

日本酒
（15度）

焼酎
（25度）

ウイスキー
（43度）

ワイン
（14度）

缶チューハイ
（５度）

飲んだのは
ゆうべなのに…

飲酒運転 !!

中びん２本

２合

ロックで
２杯強

（約220ml）

ダブル２杯
（約120ml）

ボトルで半分
（約360ml）

350ml缶
３本
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年
末
は
特
に

火
の
取
り
扱
い
に
注
意

広報おびひろ・声の広報・点字広報　毎月 1 回発行　   ※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
●発行日 / 平成 29 年 12 月１日　●部数 /７万 7000 部　●製作 ･ 印刷 / ソーゴー印刷　　●広告取扱 / モデル広告社

　

何
か
と
慌
た
だ
し
く
な
る
こ
の
時
期
。

不
注
意
に
よ
る
こ
ん
ろ
の
消
し
忘
れ
や
、

暖
房
器
具
を
使
う
頻
度
が
増
え
る
た
め
、

火
災
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
火
災
を
予
防
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
万
が
一
火
災
が
起
き
た

と
き
に
命
を
守
る
た
め
、
消
火
や
避
難

の
方
法
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。

　

住
宅
防
火
、
消
火
の
ポ
イ
ン
ト
を
、

家
族
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

防
火 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

□
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

□
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

□
家
の
周
り
を
整
理
整
頓
す
る

□
火
の
元
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

火
を
消
す

□
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
を
掃
除
す
る

□
万
が
一
に
備
え
、
消
火
器
を
設
置
し
、

使
い
方
を
覚
え
る

□
寝
室
部
分
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
必
ず
取
り
付
け
る

消
防
団
が

地
域
を
巡
回

　

市
内
全
域
を
巡
回
し
ま
す
。
期
間
中
、

帯
広
消
防
署
、
出
張
所
な
ど
14
カ
所
で

21
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

日
時
12
月
25
日
㈪
〜
28
日
㈭
、
19
時
〜

23
時

市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 
　毎日４回放送していて、市ホームペー
　ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎 週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション

（FM-JAGA77.8MHz）  ９：15～９：20
おびひろ広報メモ

（F M-WING76.1MHz） ９：30～９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、Ｆ23・0156、 report@city.
obihiro.hokkaido.jp）

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

情
報

帯
広
消
防
署
指
導
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁

舎
１
階
、
☎
26
・
９
１
３
１
）

問
い
合
わ
せ

　第６回目とな
るフードバレー
とかちマラソン
が開催され、今
年 も 5000 人 以
上が参加しまし
た。あいにくの
曇り空で時折雨
も 降 る 中 で の
レ ー ス で し た
が、地域住民による沿道からの「頑張れー！」といった掛
け声に後押しされ、ランナーたちは雨にも負けない走り
を見せていました。またレース終了後は、豚丼・コーンスー
プなどの飲食コーナーに長い列ができ、十勝の食で選手
をねぎらいました。（10 月 29 日、中央公園前ほか）

　動物園のこれから
を考えるフォーラム
が開催されました。
数々の動物園をデザ
インしてきた若生謙
二氏が、動物本来の
特性を生かした、特
徴ある国内外の動物
園を紹介。パネルトークでは、帯広畜産大学副学長、畜
大ボランティアサークル代表、動物園長、獣医師の４人と、
会場に集まった 90 人に上る参加者で、地域資源を活用し
た、さらに愛される動物園にしていくためのアイデアを
話し合いました。（10 月 15 日、とかちプラザ）

オビヒロカメラレポ フードバレーとかちマラソン

未来の動物園を考える
フォーラムinおびひろ

　10 月 14 日の鉄道の日にちなんで、１日間限定で、帯広市指定文化財「十勝鉄道蒸気機関車
４号と客車コハ 23 号」の車両内部の一般公開が行われました。普段は柵越しに外観しか見ら
れませんが、この日は運転室や客車に入れるとあっ
て、160人以上が来場しました。帯広工業高校工業
技術部の皆さんが、製作したダッチングマシン（日
付印字器）で切符に日付を刻印したり、改札ばさみ
の実演をして好評でした。十勝鉄道は現在の帯広駅
からとてっぽ通を経て市内農村部を結び、今から約
60年前まで重要な移動手段として活躍していまし
た。（10 月 15 日、西７南 20 とてっぽ通） 工業高校生が製作した日付印字器（写真左）

「トテッポ」の愛称で親しまれた機関車と
客車公開

水を含ませて水が垂れない
程度に絞ったバスタオルな
どをかけます。この方法は
やけどをする恐れがあるの
で十分な注意が必要です。

煙で火が見えづら
いですが、ある程
度離れたところか
ら、火元をしっか
り狙ってレバーを
強く握り、消火薬
剤をかけます。

消火器での消火の仕方

火元に近づけ過ぎると、油
などが飛び散り、火災の拡
大ややけどをする危険性が
高まります。

消火器がない場合

消火器の誤った使い方

火が天井に達していたり、壁に燃え移ってい
たら、自力での消火は困難です。すぐに建
物から避難してください。




